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論 文 内 容 要 旨
高齢化社会 とな った現在,悪 性腫瘍に対する放射線治療件数 は激増 してお り,放 射線治療の有
害事象の対処方法を備える重要性 も増 してきていると考えられる。
放射線治療の有害事象には急性期有害事象と晩期有害事象があるが,特 に晩期有害事象に関 し
ては難治性であるとされ,そ の治療や対処方法に関 して過去の報告例は多 くない。また,臨 床的
に経験す る急性期有害事象は一般的に可逆的で自然治癒が見込まれることか ら,通 常保存的対症
療法が行われているが,再 照射例や照射野の重複例,過 剰照射例などで急性期有害事象が遷延す
る場合 もある。また,有 害事象 とは異なるものの,治 療中の腫瘍壊死 による痩孔形成な ど合併症
と考え られる事例 も経験するが,そ れらに対する治療経験の報告 も少ない。
今回われわれは放射線治療後の有害事象に対する治療手段として高気圧酸素療法が施行 された
晩期有害事象29例,急 性期有害事象6例 を対象 にその治療効果などについて検討 した。 また,
放射線治療による腫瘍壊死脱落 によって生 じた痩孔形成を放射線治療による合併症ととらえ,こ
の合併症症例6例 に対する高気圧酸素療法 も試行 したため併せて検討を行 った。
晩期有害事象の内訳は(上)下 顎骨壊死あるいは骨髄炎8例,直 腸炎7例,出 血性膀胱炎7例,
食道潰瘍3例,喉 頭壊死2例,放 射線性脊髄症,皮 膚潰瘍が各1例 であ った。高圧酸素療法前後
の状態をRTOG/EORTC遅 発性放射線反応評価規準に従 って評価 し,Gradeで2段 階以上の減
少を著効,1段 階の減少を改善 とした。著効率は15%,著 効,改 善をあわせた奏効率は79%で あっ
た文献的には単一の晩期有害事象に関する高気圧酸素療法の経験の報告があり,奏 効率 も同程度
の結果が多いようである。
急性期有害事象の皮膚,粘 膜障害に対 して高気圧酸素療法を施行 した6例,お よび合併症症例
6例 については,評 価 はNCI-CTC共 通毒性規準 に従い,晩 期障害群 と同様 に2段 階以上の
Grade減 少を著効,1段 階の減少を改善とした。9例(75%)で 著効,奏 効率は83%で あった。





考え られ るが,実 証されてはいない。また,発 生頻度が高 くな く経過の把握 も必ず しも十分でな
かったために,自 然経過などとの比較対象試験 もほとんど行われていない。放射線治療後の晩期
有害事象に対 しては他 に有効な治療法が少ないため,治 療の選択肢 として認識 し,積 極的に適応
してみるべきと考えた。 また晩期障害のみならず,急 性期障害の遷延や痩孔形成などの合併症に
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対 して も症例数が少ないものの有用である可能性があり,積 極的な適応を考えて もよいと思われ
た。急性期有害事象に対 して高気圧酸素療法が奏効するメカニズムに関 して論 じた文献は認め ら
れず,今 回の研究で も不明であるので,今 後の検討課題である。
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審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,放 射線治療 に関わる晩期有害事象,急 性期有害事象および合併症に対 して施行され
た高気圧酸素療法の有用性 について後ろ向き研究で評価を行 った ものである。
1990年 から2005年 に東北大学附属病院にて高気圧酸素療法が施行された晩期有害事象29例,
急性期有害事象6例,お よび合併症6例 が対象とされ,そ の治療効果について検討 されている。
晩期有害事象では(上)下 顎骨壊死ないし骨髄炎8例,直 腸炎7例,出 血性膀胱炎7例,食 道
潰瘍3例,喉 頭壊死2例,放 射線脊髄症,皮 膚潰瘍の各1例 について検討が行われている。高気
圧酸素療法前後の状態をRTOG/EORTC遅 発性放射線反応評価規準に従って評価 し,Gradeで
2段 階以上の減少を著効,1段 階の減少を改善 としている。
急性期有害事象の皮膚,粘 膜障害に関 しては6例 について,ま た放射線治 療合併症 については
食道痩孔形成例5例,回 腸膣痩1例 の計6例 について検討 されて いる。 これ らの効果判定は
NCI-CTC共 通毒性規準に従い,晩 期障害群 と同様に2段 階以上のGrade減 少を著効,1段 階の
減少を改善 としている。
結果は晩期有害事象群では著効が5例(17%),著 効,改 善をあわせた奏効例は23例(79%)




対処に難渋する。また,急 性期有害事象は一般的に可逆的で自然治癒が見込 まれることか ら通常
保存的対症療法が行われているが,再 照射例や照射野重複例,化 学療法併用例な どで急性期有害
事象が遷延する場合 もある。 さらに,放 射線治療による腫瘍壊死脱落によって生 じた撰孔形成を
放射線治療による合併症 ととらえたが,こ の合併症 もやはり対処が困難であることが多い。
晩期有害事象に対 しては有用性が高 く,他 に有効な治療法が少ないため,積 極的に適応 してみ
るべきとされた。また晩期障害のみならず,急 性期障害の遷延や痩孔形成などの合併症 に対 して
も症例数が少ないものの有用である可能性があ り,積 極的な適応を考えてよいとされた。
晩期障害 に対す る高気圧酸素療法の報告は少な く,臨 床現場で十分に認識 されていない。また,
急性期有害事象および合併症症例に対する報告 も皆無である。
以上のように放射線治療の現場での臨床的意義が高いこと,ま たこれまで十分 に検討 されてこ
なかったテーマであることから,本 研究は評価できる内容であると考え られる
よって,本 論文は博士(医 学)の 学位論文 として合格 と認める。
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